
日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

渡

一

教
団
は
同

一
の
信
仰
に
結
ば
れ
た
者
の
集
団
で
あ
り
、
聖
な
る
精
神
的
紐
帯
を
契
機
と
し
て
存
在
す
る
。
教
団
を
形
成
す
る
原
点
は
人

間
各
個
が
ど
の
よ
う
に
し
て
信
仰
に
結
ば
れ
る
か
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
日
蓮
聖
人
の
開
顕
さ
れ
た
法
華
経
の
信
仰
に
お
い
て
、
末
代
凡
夫

と
の
一
大
事
因
縁
を
明
か
さ
れ
た
久
遠
実
成
の
釈
尊
の
救
い
に

一
人

一
人
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
、
そ
こ
に
日
蓮
教
団
を
形
成
す

る
原
点
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
単
に
釈
尊
と
私
と
い
う
結
ば
れ
方
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
法
滅
尽
時
に
お
い
て
釈
尊
の
救

済
の
灯
を

一
同
に
受
け
る
場
と
し
て
本
門
の
戒
壇
が
教
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
門
の
本
尊
、
本
門
の
戒
壇
、
本
門
の
題
目
は

三
大
秘
法
と
称
せ
ら
れ
る
が
、
本
門
の
戒
壇
の
解
釈
、
或
い
は
論
義
は
多
岐
に
互
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
日
蓮
教
学
に
お
い
て
最
も
難
解
な

奥
義
と
も
い
う
べ
き
教
義
で
あ
る
。
今
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の
論
議
は
措
い
て
、
教
団
の
原
点
を
示
す
も
の
と
し
て
本
門
の
戒
壇
の
示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
点
を
推
考
し
た
い
Ｔ
）。

日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
〓
ニ

辺

立

正宝

大

営陽



日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）

一三
二

四

二

日
蓮
聖
人
が
色
続
し
た
法
華
経
は
、
釈
尊
が
末
法
衆
生
に
対
す
る
救
済
の
法
と
し
て
説
か
れ
た
教
法
で
あ
る
。
三
国
に
わ
た
っ
て
流
伝

し
た
同
じ
法
華
経
に
よ
り
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
釈
尊
の
随
自
意
、
更
に
末
法

へ
の
未
来
記
と
し
て
の
教
法
で
あ
る
こ
と
を
開
顕
し
た
と

こ
ろ
に
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
の
と
ら
え
か
た
が
あ
る
，
）。
即
ち
、　
法
華
取
要
抄
に
は

「仏
法
を
減
尽
せ
る
の
法
」
（八
王
ハ頁
）
と
述
べ
、

観
心
本
尊
抄
に
は

「天
地
顛
倒
せ
り
」
（七
一
九
頁
）
と
述
べ
て
、　
す
で
に
尋
常
の
仏
法
が
滅
尽
し
て
し
ま

っ
た
状
態
、　
そ
れ
こ
そ
が
末
法

で
あ
る
と
し
、　
だ
が
そ
の
時
に
こ
そ
正
し
く

一
大
秘
法
、　
三
大
秘
法
を
蔵
す
る
法
華
経
の
真
価
が
開
顕
さ
れ
る
時
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。問

云
　
如
来
滅
後
二
千
余
年
龍
樹

・
天
親

。
天
台

。
伝
教
所
γ残

マ
分
秘
法

何
物

乎
。

答
日
　
本
門
木
尊
与
〓戒
壇
・与
〓題
目
五
字
・

也
。

問
日
　
正
像
等
何
不
〓′レ弘
通
一乎
。
答
日
　
正
像
弘
〓通

ウ
鋳
　
小
乗

。
権
大
乗

・
述
門
法
門

一
時
可
〓滅
尽
・也
。

問
日
　
滅
〓尽

仏
法
一之
法
何
弘
〓通

之
・乎
。
答
曰
　
於
テ〓
末
法
一者
大

。
小
、
権

・
実
、　
顕

・
密
、
共
有
レ教

♂
ど
得
道
・。
　
一
閻
浮
提

皆
為
〓謗
法
・了
。
為
〓
逆
縁
・但
限
〓妙
法
蓮
華
経
五
字
一耳
。
例

如
一不
軽
品
一。
我
門
弟
順
縁
　
日
本
国
逆
縁
也
。
（八
一
五
―
六
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
入
滅
後
、　
正
法

・
像
法
の
時
代
に
未
だ
顕
わ
さ
れ
て
い
な
い
三
大
秘
法

（本
門
の
本
尊

。
本
門
の
戒
壇

。
本
門
の

題
目
）
が
今
末
法
の
衆
生
救
済
の
た
め
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。　
こ
れ
が
何
故
に
正
法

・
像
法
の
時
に
顕
わ
さ
れ
な
か

っ
た
か
と
い

え
ば
、
も
し
こ
の
大
白
法
を
弘
通
す
る
な
ら
ば
、
小
乗
教

。
権
大
乗
の
教
、
或
い
は
述
門
の
法
華
経
に
止
ま

っ
て
い
た
法
門
は
も
は
や
全

く
不
要
と
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
よ
う
に
正
法

・
像
法
に
弘
通
さ
れ
た
仏
教
を
否
定
し
て
し
ま
う
よ
う
な
法
が
何
故



に
弘
通
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
大
乗

・
小
乗
と
い
い
、
権
教

。
実
教
と
い
い
、
顕
教

。
密
教
と
い
っ
て
き
ま
ざ

ま
に
仏
法
の
勝
劣
を
論
じ
て
も
、
畢
党
、
も
は
や
末
法
に
お
い
て
は
教
の
み
が
あ

っ
て
、
行
も
証
（得
道
）
も
な
く
、
こ
の
娑
婆
世
界
全
体

が
正
法
に
違
背
し
て
い
る
と
い
う
謗
法
の
状
態
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
↑
）。　
こ
の
よ
う
な
と
き
、　
釈
尊
が
こ
の
時
代
の
た

め
に
残
さ
れ
た
法
は
何
か
と
い
え
ば
、
正
法
に
違
背
し
釈
尊
の
救
済
に
随
お
う
と
し
な
い
逆
縁
の
衆
生
の
た
め
に
は
但
だ
妙
法
蓮
華
経
の

五
字
の
み
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
か
の
常
不
軽
菩
薩
品
に
示
さ
れ
た

「我
深
敬
汝
等
」
云
云
の
二
十
四
文
字
に
匹
敵
す
る
法
と
し
て

存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
末
法
に
お
け
る
仏
法
の
受
容
を
見
る
な
ら
ば
、
日
蓮
聖
人
の
門
弟
は
釈
尊
の
正
法
に
随
お
う
と
す

る
順
縁
で
あ
り
、
そ
の
他
の
日
本
国
の
一
切
衆
生
は
逆
縁
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
叙
述
か
ら
類
推
し
、
ま
た

「我

一
門
の
者

の
た
め
に
し
る
す
。
他
人
は
信
ぜ
ざ
れ
ば
逆
縁
な
る
べ
し
」
（開
目
抄
、
五
八
八
頁
）
の
叙
述
か
ら
し
て
、
日
本
国

一
切
衆
生
（逆
縁
）
の
た
め

に
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の

一
大
秘
法
が
Ｔ
）、　
そ
の
中
に
あ

っ
て
正
法
護
持
の
志
を
抱
く
者
に
は
三
大
秘
法
が
、　
殊
更
に
顕
現
さ
れ
る
と

い
う
説
示
と
拝
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

ま
た
観
心
本
尊
抄
に
も
同
様
の
疑
間
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

疑
云
正
像
二
千
年
之
間
地
涌
千
界
出
〓現

閣
浮
提
一流
〓通

此
経
・乎
。
答
曰
　
不
レ面
。

艶

一
／
華
経
虹
だ
町
奥

色
渡
究

為
シ一
本
グ
ぜ
涌
千
界
．ｒ
一■
デ
守

何
ｒ
像
ぼ
現
シ
テ不
ル「
弘
・一通
ぽ
経
ご
ち

（七

一
八
頁
）

と
、
何
故
末
法
に
正
像
未
現
の
地
涌
千
界
の
本
門
の
菩
薩
た
ち
が
殊
更
に
出
現
し
て
法
華
経
の
意
を
弘
通
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
問
う

て
ヽ
「第

一
ボ
告
寺

重
．ビ
デ
が
何
。
答
一イ
レ・み
る

」
と
言
い
、
「
叉
重
．旺
だ
性
】
の
重
間
に
対
し
て

「答
テ
島
一ル
乙

一
切
世
間
ノ諸
人
九
一威
音
王

仏
末
法
一叉
我
弟
子
中

粗
説
一之
皆
可
レ為
〓誹
謗
一。
黙
止
。
」

（七
一
八
頁
）
と
答
え
、
「求
云
不
ν
誰
ピ
堕
セ〓
怪
貧
こ

と
の
再
々
間
に
遂
に

「進

退
惟
谷
。
試
粗
説
ツ之
。
」
と
し
て
、
先
づ
、
法
華
経
法
師
品
の

「況
滅
度
後
」
、
同
寿
量
品

の

「今
留
在
ツ此
」
、
同
分
別
功
徳
品
の

「悪
世

日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
一五



日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
〓
ハ

末
法
時
」
、
同
薬
王
品
の

「後
五
百
歳
於
〓閻
浮
提
一広
宣
流
布
」
、
涅
薬
経
の

「然
於
・・病
者
一心
則
偏
重
」
等
の
経
文
を
挙
げ
て
、
法
華
経
は

自
ら
こ
の
経
が
滅
後
悪
世
末
法
時

の
人
の
為
に
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
を
顕
示
し
て
お
り
、
涅
薬
経
ま
た
こ
れ
を
援
証
し
て
い
る
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
断
ず
る
。

以
〓己
前
明
鏡
・推
〓知
　
仏
意
一仏
出
世
非
レ為
・・霊
山
八
年
諸
人
一。
為
〓正
像
末
人
一也
。
叉
非
ツ為
〓正
像
二
千
年
人
一。

末
法
始
為
〓如
レ予
者
一

也
。
云
〓′、然
於
病
者
一指
〓滅
後
法
華
経
誹
謗
者
一也
。
今
留
在
此

者
指
〓於
此
好
色
香
薬
而
謂
不
美
者
一也
。
（七
一
九
頁
）

こ
こ
で
は
筆
を
押
え
な
が
ら
も
、
滅
後
末
法
の
大
衆
は
総
じ
て
仏
教
誹
謗
者
で
あ
り
、
釈
尊
の
救
済
に
対
し
て
背
を
向
け
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
の
宗
教
に
お
い
て
、
人
間
存
在
の
罪
と
は
正
し
く
根
本
的
な
意
味
に
お
け
る
仏
教
誹
謗
と
い
う
こ
と
に
他

な
ら
な
い
↑
）。　
そ
う
し
て
、　
地
涌
千
界
の
菩
薩
が
何
故
末
法
の
始
に
出
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を

次
の
よ
う
に
は

っ
き
り
と
断
じ

て
い
る
。

今
末
法
初
　
以
ツ小
打
′大
　
以
レ権
破
ν実
　
東
西
共
失
レ之
天
地
顛
倒
。

述
化
四
依
隠

不
二現
前
一。
諸
天
奔
〓其
国
・不
ψ守
〓護
之
一。

此
時

地
涌
菩
薩
始
出
〓現
世
一但
以
〓妙
法
蓮
華
経
五
字
・令
レ服
〓幼
稚
一。
因
謗
堕
悪
必
因
得
益

是
也
。
我
弟
子
惟
ツ之
。
（七

一
九
頁
）

即
ち
仏
法
の
肝
要
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
た
め
に
大
地
顛
倒
せ
る
状
態
、
正
法

・
像
法
の
教
化
の
延
長
で
は
末
法
の
教
導
が
困
難

と
な
っ
て
し
ま
い
、
善
神
国
を
捨
て
て
国
土
混
乱
せ
る
事
態
、
将
に
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
本
化
地
涌
の
菩
薩
は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経

の
一
大
秘
法
を
も

っ
て
末
代
幼
稚
に
服
せ
じ
め
、
常
不
軽
菩
薩
の
先
離
に
な
ら

っ
て
、
正
法
誹
謗
の
罪
に
よ

っ
て
悪
道
に
堕
せ
し
め
、
そ

れ
に
よ

っ
て
逆
に
得
益
（成
道
）
の
因
を
つ
く
ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
尊
抄
末
文
の

２

識
．ゴ

念
三

Ｌ

者
〓
ハ仏
勤

大
慈

れ

五
字
ノ肛
異
此
九

令
シ「
′
；
舅

末
代
幼
色
翼
。
四
大
菩
Ｌ
守
・譲

タ
マ
ハン
ロト
此
ん

大
公
周
公
／堡

扶
ッ成

王
一四
皓
侍
〓奉
　
恵
帝
・不
ン異

者
也
。
（七
二
〇
頁
）



は
、
釈
尊
が

一
大
秘
法
を
も

っ
て
す
る
末
代
の
幼
稚
の
者
に
対
す
る
救
済
の
大
慈
悲
を
示
す
と
と
も
に
、
本
化
の
菩
薩
が
末
代
幼
稚
の
者

を
守
護
す
る
誓
願
を
明
か
す
も
の
で
あ
り
、
更
に
言
え
ば
日
蓮
聖
人
が
釈
尊
の
大
慈
悲
と
上
行
菩
薩
の
誓
願
を
こ
の
上
に
具
現
し
よ
う
と

す
る
大
誓
願
が
そ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、　
日
蓮
聖
人
の
本
門
法
華
経
の
顕
現
は
、　
破
仏
法

。
破
国
の
因
縁
に
よ
っ
て
天
地
顛
倒
せ
る
末
代
＝
仏
法
滅
尽
の
国
土
に

は
、
も
は
や
正
法

・
像
法
の
弘
通
の
延
長
と
し
て
の
仏
教
は
滅
尽
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
た
め
に
向
け
て
残
さ
れ
た
法
華
経
の
一
大

秘
法
、
そ
し
て
順
縁
の
者
に
対
す
る
三
大
秘
法
に
よ

っ
て
の
み
救
済
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

一
大
転
換
を
前

提
と
し
て
日
蓮
聖
人
の
仏
法
弘
通
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
以
上
、
単
に
難
行
を
易
行
に
代
え
る
と
い
う
よ
う
な
転
換
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
法
華
経
の
信
仰
に
目
醒
め
た
者
に
と
っ
て
も
、
誹
謗
を
な
す
日
本
国
大
衆
に
と
っ
て
も
、
末
代
に
お
け
る
釈
尊
の

救
済
の
証
と
し
て
本
門
の
戒
壇
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

さ
て
、　
本
門
の
戒
壇
を
論
ず
れ
ば
、
事
壇
か
理
壇
か
つ
問
題
、　
国
立
戒
壇
を
目
標
と
す
る
か
否
か
の
問
題
が

必
ず
問
わ
れ
る
で
あ
ろ

う
。　
日
蓮
聖
人
滅
後
の
教
団
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
大
き
な
問
題
と
し
て
あ

っ
た
の
で
あ
る
↑
）。　
日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
い
て
本
門
戒
壇
は

必
ず
し
も
明
瞭
に
説
き
顕
わ
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、
日
蓮
聖
人
が
意
識
的
に
明
瞭
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。　
し
か
も
国
立
戒
壇
造
立
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
コ
一大
秘
法
砂
」
が
日
蓮
聖
人
真
撰
で
あ
る
か
否
か
の
論
と
大
き
く
関
わ
り
あ

っ
て
い
る
７
）。

山
川
博
士
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、　
日
蓮
聖
人
滅
後
、
室
町
期
ま
で
は
国
家
諫
暁
運
動
の
中
で
国
立
戒
壇
実
現

へ
の
期
待

が
大
き
く
あ

っ
た
が
、
江
戸
期
に
お
い
て
は

一
面
教
義
的
に
こ
れ
を
継
承
し
つ
つ
も
、
現
実
感
覚
か
ら
信
心
の
当
所
に
戒
壇
を
現
成
す
る

日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一七



日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一八

と
い
う
、
所
謂
理
戒
壇
論
が
強
く
主
張
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
富
士
戒
壇
説
が
日
興
門
流
に
よ

っ
て
強
く
主
張
さ
れ
、

そ
れ
に
対
し
て
身
延
戒
壇
説
が
提
唱
さ
れ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
↑
ぉ

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
な
日
蓮
聖
人
の
仏
教
史
観
を
軸
に
し
て
考
え
る
と
き
、
教
団
の
要
と
し
て
の
本
門
戒
壇
と
は

一
体
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
指
向
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
日
蓮
聖
人
遺
文
を
通
覧
し
て
考
察
を
進
め
た
い
と
思
う
。

（系
年
）

文
永
８

文
永
９

文
永
１０

文
永
１０

文
永
１０

文
永
１１

文
永
Ｈ

建 建 建 文
治 治 治 永
2   2   1   12

1247 1167 1015 900

'ワ
:: :i:il

'76  '76  '75  '75     '74 '74 '73 '73 '73 '72 1271

行
敏
訴
状
御
会
通

四
条
金
吾
殿
御
返
事

観
心
本
尊
抄

富
木
殿
御
返
事

波
木
井
三
郎
殿
御
返
事

法
華
行
者
値
難
事

法
華
取
要
抄

曽
谷
入
道
殿
許
御
書

撰
　
時
　
抄

妙
密
上
人
御
消
息

報

恩

抄

（数
字
は
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
の
頁
）

６３５
本
門
寿
量
品
の
三
大
事

７２０

本
門
教
主
の
寺
塔
（文
脈
の
上
で
示
す
）

７４３
事
　
相

７４８

本
門
の
教
主
の
寺
塔
―
経
文
に
あ
り
て
国
土
に
な
し

７９８

本
門
本
尊
与
一四
菩
薩
戒
壇
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
一

８‐５

本
門
本
尊
与
二戒
壇
一題
目
五
字

８‐８

本
門
三
法
門

９０２

〔
一
大
秘
法
〕

２４

一
、
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊

４９９
伝
教
―
円
頓
戒
体

『
伝
教
―
（延
暦
寺
）建
立

７４８

伝
教
―
叡
山
円
頓
の
大
戒

（竜
樹

・
天
親

。
天
台

・
伝
教
所
レ残
秘
法

何
物
乎
。
）

円
頓
戒
壇

伝
教
∧畑瓢
服戴腸建
立

伝
教
―
円
頓
の
大
戒

叡
山
の
大
乗
戒
壇



建
治
２

・

建
治
３

・
６

建
治
３

・
６

弘
安
１

・
３

録
ダ
』

鍵
夢
』

弘安１
・

弘
安
２

・
５

弘
安
２

・
８

弘
安
４

ｏ
４

'81 '79  '79  '78  '78  '78  '78  '77  '77  '76

破
良
観
等
御
書

下
山
御
消
息

頼

基

陳

状

諸
人
御
返
事

教
行
証
御
書

富
木
入
道
殿
御
返
事

随
自
意
御
書

四
菩
薩
造
立
抄

曽
谷
殿
御
返
事

三
大
秘
法
稟
承
事

８６

本
門
三
大
秘
密
の
法
（王
仏
冥
合
論
）

８６

三
大
秘
法

表
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
通
り
、
聖
人
が
本
門
の
本
尊

・
戒
壇

・
題
目
の
三
大
秘
法
６
）を
明
確
に
明
し
て
い
る
の
は
数
書
の
み
で
あ
る
。

し
か
も
、
問
題
の
あ
る
御
書
を
除
け
ば
、
い
づ
れ
も

一
門
に
宛
て
て
の
御
書
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
る
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
枠
を
拡
げ

〓
三

九

日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）

二
、
本
門
の
戒
壇

三
、
南
無
妙
法
蓮
華
経

４７

日
蓮

一
生
之
間
祈
請
拉
所
願
　
忽
令
一成
就
一敗
。

４８
本
門
の
本
尊

・
戒
壇
等
弘
通

５．

地
踊
釜
口薩
）
出
現
し
て
弘
通
有
る
べ
き
事
な
り
。

″
伝
教
―
叡
山
の
円
頓
大
戒

３２
法
華
経
の
円
頓
の
大
戒
壇
を
叡
山
に
建
立

３６
叡
山
の
大
戒
壇

（な
　
し
）

５．
伝
教
―
円
戒

６．
伝
教
（円
頓
戒
壇
に
ふ
れ
ず
）

６４

伝
教
―
延
暦
寺
建
立
（
″
）

６６
円
頓
の
戒
を
建
立
し
給
ふ
の
み
な
ら
ず



日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
二
〇

て
も
富
木

。
太
田

・
三
位
房

。
浄
顕
一房

・
義
浄
房
等
に
宛
て
て
の
御
書
で
あ

っ
て
、
本
門
戒
壇
と
い
う
四
文
字
す
ら
他
の
檀
越

へ
の
御
書

に
は
述
べ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に
注
意
深
く
こ
の
こ
と
を
語

っ
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
文
永
十

一
年
正
月
十
四
日
に
中
山
の
富
木
常
忍
に
宛
て
て
い
る
が
、
内
状
の
宛
名
に
は
河
野
辺
殿
等
中

。
大
和
阿
閣
梨
御
房
等

中

。
一
切
我
弟
子
等
中

。
三
郎
左
衛
門
殿
と
列
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
執
筆
よ
り
二
箇
月
後
に
は
日
蓮
聖
人
は
赦
免
さ
れ
て
佐
渡
か
ら
鎌

倉

へ
帰
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
に
お
い
て

「当
レ知
二
人
入
二日
蓮
・為
〓
四
人
一法
華
経
行
者
有
〓
末
法
・欺
。
喜
哉
当
〓
況
滅
度
後
記
文
一。
」
（七

九
八
頁
）
と
自
ら
法
華
流
通
史
上
、　
釈
尊

。
天
台
大
師

・
伝
教
大
師
に
比
肩
で
き
る
存
在
た
る
こ
と
を
誇
揚
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、　
短

文
で
は
あ
る
が
聖
人
に
と

っ
て
は
画
期
を
な
す
御
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
末
文
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
切
諸
人
見
〓聞
之
一有
レ志
人
々
互
語
ツ之
。

追
伸
。
龍
樹

。
天
親
′、共
〓千
部
ノ論
師
也
。

但
ぱ
７

大
乗
フ一法
華
経フ
＾
移
一
こ
不
レ吐キ
一
マ
ハ
ロ
．．帆
鮪
。　
天
台

。
伝
を
一島
之
．ボ
陽
本
専
デ
〓四
菩
薩
ト

戒
壇
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
一残
レ　
之
。
所
詮

一　
仏
不
〓
授
与
一　
故

二

時
機
未
熟
故
也
。
今
既
時
来
。
四
菩
薩
出
現
　
　
敗
。
日

蓮
此
事
先
知
ν
之
。
（七
九
八
―
九
頁
）

こ
れ
に
よ

っ
て
日
蓮
聖
人
の
心
中
に
大
き
な
転
換
と
見
透
し
の
出
来
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
円
定

。
円
慧
の
他
に
戒
壇
の

問
題
が
は

っ
き
り
と
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
文
字
に
表
現
さ
れ
て
い
る
点
は
こ
れ
に
尽

き
て
い
る
。

同
年
五
月
二
十
四
日
、　
鎌
倉
を
経
て
身
延
に
入
山
後

一
週
間
に
し
て
著
わ
し
た

法
華
取
要
抄
６
）は
観
心
本
尊
抄
流
通
段
の
趣
旨
を
骨

子
と
し
て
こ
の
時
点
に
お
け
る

一
門
の
覚
悟
を

確
か
め
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

本
書
に
は
宛
名
が
な
い
が
、
　
一
連
の
書
か
ら
類
推
し

て
、
恐
ら
く
富
木
氏
を
経
由
し
て
の

一
門
宛
の
書
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
書
は
前
述
の
通
り
、



問
云
　
如
来
滅
後
二
千
余
年
龍
樹

。
天
親

・
天
台

・
伝
教
所
レ残

マ
つ
秘
法

何
物

乎
。

答
日
　
本
門
本
尊
与
〓戒
壇
一与
〓題
目
五
字
・也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（八
一
五
頁
）

と
、
末
法
の
た
め
に
三
大
秘
法
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
佐
渡
の
国
の
上
民
の
証
言
と
し
て
、
同
年
正

月
二
十
三
日
申
時
（午
后
四
時
前
後
）
に
西
方
に
二
、
或
い
は
三
の
太
陽
が
出
現
し
た
、
二
月
五
日
に
は
東
方
に
三
寸
ば
か
り
の
間
隔
で
二

の
明
星
が
並
ん
で
出
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
か
ね
て
立
正
安
国
論
以
来
警
告
し
て
来
た
七
難
興
起
の
う
ち
、
未
だ
興
起
し
て
い
な
い
重

大
な
災
難
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
警
告
し
、
そ
の
混
乱
は
悲
じ
む
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
が
、
我
が

一
門
は
法
華
経
を
信
用
せ
よ
と
言

い
、
こ
の
時
に
こ
そ
上
行
等
の
本
化
地
涌
の
菩
薩
が
出
現
し
て
本
門
の
三
法
門
を
建
立
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
貧
）。

今
当
世
悪
王
悪
比
丘
滅
〓失
　
仏
法
・　
以
ν小
打
ン大
　
以
ν権
失
レ実
。
削
二人
心
一不
レ失
′身
　
不
レ
焼
〓尽
寺
塔
一自
然
喪
レ
之
。
其
失
超
〓過

前
代
一也
。
我
門
弟
見
ノ之
信
〓用

法
華
経
・。

Ｌ
っ
テ
Ｌ
ぼ
一鏡
．∝
凡
島
ル
人^
．霜
一
失
也
。
一
７

軌
出′レ
＾
一
国
ニル
シ
辞
円ユ

相
也
。

乳
ぉ
王
闘
講
也
。
２
犯ス・下
几

臣
狂
一
ざ
也
。

Ｌ
デ

日
競
出

四
天
下

一
同
識
論
也
。
明
星
拉
出

太
子
与
〓太
子
一静
論
也
。
如
γ是
乱
〓
国
土
一後
出
〓現
上
行
等
聖
人
一本
門
三

法
門
建
〓立
之
一

一
四
天
四
海

一
同
妙
法
運
華
経
広
宣
流
布
無
′疑
者
敗
。
（八
一
八
頁
）

前
述
し
た
よ
う
に
、
三
大
秘
法
の
発
表
が
こ
の
よ
う
な
危
機
意
識
と
密
着
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ

ス
イ
つ
。

そ
れ
よ
り
二
年
後
の
建
治
二
年
七
月
二
十

一
日
、
旧
師
道
善
房
の
墓
前
に
て
読
ま
し
め
る
た
め
に
浄
顕
房

・
義
浄
房
に
宛
て
た

「報
恩

抄
」

一
篇
は
、
三
国
仏
教
史
を
通
覧
し
、
日
蓮
聖
人
自
ら
の
半
生
を
回
顧
し
て
聖
人
が
生
涯
を
か
け
て
な
し
と
げ

つ
つ
あ
る
法
華
経
の
開

顕
と
弘
通
の
功
徳
は
旧
師
道
善
房
の
身
に
あ
つ
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
末
文
に
三
大
秘
法
開
顕
を
聖
人
自
身
に

日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
二
一



日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
壬
一

課
せ
ら
れ
た
事
業
と
し
て
誇
揚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

問
云
、
天
台
伝
教
の
弘
通
し
給
ざ
る
正
法
あ
り
や
。
答
云
、
有
。
求
云
、
何
物

乎

。答
云
、
三
あ
り
。
末
法
の
た
め
に
仏
留
置
給
。

迦
葉

。
阿
難
等
、
馬
鳴

・
龍
樹
等
、
天
台

・
伝
教
等
の
弘
通
せ
さ
せ
給
は
ざ
る
正
法
な
り
。

求

云
、
其
形
貌
如
何
。

答
云
、　
一
は

日
本
乃
至

一
閻
浮
提

一
同
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
。
所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝

。
外
の
諸
仏
、
拉
に
上
行
等
の
四

菩
薩
脇
士
と
な
る
べ
し
。
二
に
は
本
門
の
戒
壇
。
三
に
は
日
本
乃
至
漢
土
月
氏

一
閻
浮
提
に
人
ご
と
に
有
智
無
智
を
さ
ら
は
ず
、　
一

同
に
他
事
を
す
て
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
べ
し
。

此
事
い
ま
だ
ひ
ろ
ま
ら
ず
。
　
一
閤
浮
提
の
内
に
仏
滅
後
二
千
百
二
十
五
年
が

間
、　
一
人
も
唱
え
ず
。
日
蓮

一
人
南
無
妙
法
蓮
華
経

。
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
声
も
を
し
ま
ず
唱
る
な
り
。
貧

二
四
八
頁
）

そ
し
て
更
に
二
年
後
の
弘
安
元
年
三
月
二
十

一
日
、
鎌
倉
よ
り
公
場
対
決
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
手
紙
が
届
き
、
日
蓮
聖
人
は

一
門
の

弟
子
檀
越
諸
人
に
宛
て
て
記
し
た
中
で
、
次
の
よ
う
に
非
常
な
喜
び
を
語

っ
て
い
る
。

日
蓮

一
生
之

間
′祈
請
正
扉
願
　
忽
二令
ム〓′レ成
真

欺
。

将
叉
五
々
百
記
仏
記
宛ヵ
．
九
一符
ん

。

所
詮
Ｌ
・合
セ真
言
禅
宗
等
ノ謗
法
ノ諸
人
等
フ一令メ
一

決
〓是
非
一　
日
本
国

一
同
為
〓
日
蓮
弟
子
檀
那
・。
我
弟
子
等
出
家
為
〓主
上
上
皇
師
・　
在
家
一列
〓
左
右
臣
下
・。
将
叉

一
閻
浮
提
皆
仰
〓
此

法
門
・。
幸
甚

々
々
。
盆

四
七
九
頁
）

後
述
す
る
よ
う
に
、
諸
宗
と
の
公
場
対
決
に
よ

っ
て
釈
尊
の
予
言
を
宣
説
し
、
こ
こ
に
日
蓮
聖
人
が
主
上
、
上
皇
に
対
す
る
国
師
と
な

っ
て
、
そ
の
時
に
こ
そ
破
仏
法
の
因
縁

・
破
国
の
因
縁
が
と
り
除
か
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
で
あ

ス
イ
つ
。

次
で
同
年
三
位
阿
閣
梨
に
宛
て
た
と
さ
れ
る
教
行
証
御
書
に
も

「抑
当
世
の
人
々
何
の
宗
々
に
か
本
門
の
本
尊

・
戒
壇
等
を
弘
通
せ

る
。
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
に

一
人
も
候
は
ず
」
貧

四
八
八
頁
）と
あ
り
、　
弘
安
四
年
四
月
八
日
に
系
け
ら
れ
る
大
田
金
吾
宛
の
三



大
秘
法
票
承
事
に
は

「本
門
の
三
大
秘
密
の
法
Ｌ
三
大
秘
法
」
の
名
が
掲
げ
ら
れ
、
本
門
戒
壇
が
王
仏
冥
合
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
文
脈
の
上
で
、
法
華
行
者
値
難
事
、
法
華
取
要
抄
、
諸
人
御
返
事
に
は
緊
張
が
あ
り
、
ま
た
報
恩
抄
は
日
蓮
聖
人

自
身
の
誇
揚
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
率
直
に
言

っ
て
教
行
証
御
書

・
三
大
秘
法
稟
承
事
は
叙
述
が
整
則
さ
れ
て
い
る
印
象
を

否
定
で
き
な
い
。

四

さ
て
、
三
大
秘
法
は
順
縁
た
る
日
蓮
聖
人
間
下
に
と

っ
て
最
重
要
な
教
義
と
さ
れ
な
が
ら
、
何
故
、
極
め
て
少
数
の
遺
文
に
お
い
て
し

か
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
諸
人
御
返
事
に
見
ら
れ
る
通
り
三
大
秘
法
の
具
現
が
公
場
対
決
に
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
多
く
、
必
要
不
可
欠
の
と
き
以
外
に
は
日
外
し
な
い
と
い
う
態
度
に
よ

っ
て
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
日
蓮
聖
人
の
問
注
に

対
す
る
態
度
は
佐
渡
流
罪
以
前
に
お
け
る
間
注
得
意
り
、
更
に
身
延
入
山
後
の
四
条
金
吾
や
熱
原
法
難
等
に
つ
い
て
の
対
応
に
示
さ
れ
る

通
り
極
め
て
慎
重
で
あ
る
が
っ
）、　
そ
の
よ
う
な
点
か
ら
類
推
す
る
な
ら
ば
、　
三
大
秘
法
顕
示
、
就
中
本
門
戒
壇
の
構
想
に
つ
い
て
は
慎

重
の
上
に
も
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
と
ら
な
い
限
り
、
主
要
な
遺
文
に
も
何
故
本
門
戒
壇
に
つ
い

て
詳
述
し
な
か

っ
た
か
の
理
由
は
全
く
不
明
と
な
る
で
あ
ろ
う
■
）。

し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
、　
本
門
戒
壇
に
つ
い
て
日
蓮
聖
人
は
何
も

語
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。　
そ
こ
で
注
意
を
喚
起
さ
れ
る
こ
と

は
、
既
に
法
華
取
要
抄
、
報
恩
抄
等
に
お
い
て
見
て
き
た
通
り
、
三
大
秘
法
を
語
る
と
き
に
は
必
ず
龍
樹

・
天
親

・
天
台

・
伝
教
が
残
し

た
秘
法
と
は
何
か
と
い
う
設
間
の
上
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
日
蓮
聖
人
は
報
恩
抄
に
お
い
て
自
身
の
法
華
経
弘
通
の
行
功
を

日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
二
二



日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一一四

日
蓮
が
慈
悲
噴
大
な
ら
ば
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
万
年
の
外
未
来
ま
で
も
な
が
る
べ
し
。
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
盲
目
を
ひ
ら
け
る

功
徳
あ
り
。
無
間
地
獄
の
道
を
ふ
さ
ぎ
ぬ
。
此
功
徳
は
伝
教
天
台
に
も
超

へ
、
龍
樹

。
迦
葉
に
も
す
ぐ
れ
た
り
。
極
楽
百
年
の
修
行

は
機
土
の
一
日
の
功
に
及
ば
ず
。
正
像
二
千
年
の
弘
通
は
末
法

一
時
に
劣
る
か
。
是
は
ひ
と

へ
に
日
蓮
が
智
の
か
し
こ
き
に
は
あ
ら

ず
。
時
の
し
か
ら
し
む
る
耳
。
２

二
四
八
―
九
頁
）

と
誇
揚
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
三
大
秘
法
開
顕
の
文
章
を
は
さ
ん
で
、
そ
の
前
の
次
の
よ
う
な
文
章
と
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
国
に
は
伝
教
大
師
が
仏
滅
後

一
千
八
百
年
に
あ
た
り
て
い
で
さ
せ
給
、
…
…
我
師
天
台
大
師
の
立
て
給
は
ざ
る
円
頓
の
戒
壇
を

立
べ
し
と
い
う
不
思
議
さ
よ
。
…
…
さ
れ
ど
も
経
文
分
明
に
あ
り
し
か
ば
、
叡
山
の
大
乗
戒
壇
す
で
に
立
さ
せ
給
ぬ
。
さ
れ
ば
内
証

は
同
け
れ
ど
も
、
法
の
流
布
は
迦
葉

・
阿
難
よ
り
も
馬
鳴

・
龍
樹
等
は
す
ぐ
れ
、
馬
鳴
等
よ
り
も
天
台
は
す
ぐ
れ
、
天
台
よ
り
も
伝

教
は
超
さ
せ
給
え
り
。
世
末
に
な
れ
ば
、
人
の
智
は
あ
さ
く
仏
教
は
ふ
か
く
な
る
事
な
り
。
貧

二
四
七
―
八
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
は
、
伝
教
大
師
の
円
頓
戒
壇
建
立
を
像
法
の
末
の
日
本
に
お
け
る
仏
法
弘
通
の
拠
点
と
し
て
大
き
く
評
価
し

て
お
り
、
そ
れ
は
世
末
に
対
す
る
仏
法
の
深
化
で
あ
る
と
し
、
更
に
日
蓮
聖
人
が
末
法
に
お
け
る
釈
尊
の
救
済
の
確
証
と
し
て
三
大
秘
法

を
明
か
し
、
本
門
戒
壇
を
顕
現
す
る
と
い
う
主
張
に
連
繋
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
意
は
撰
時
抄
等
に
も
見
え
る
２
）。
こ

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
法
華
取
要
抄
の

「龍
樹

。
天
親

。
天
台

・
伝
教
の
残
し
た
ま

へ
る
所
の
秘
法
と
は
何
物
ぞ
や
」
と
い
う
問
い
の
重

み
が
理
解
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
眼
で
伝
教
の
大
乗
円
頓
戒
壇
に
つ
い
て
の
叙
述
を
見
て
行
く
と
、
文
永

八
年
の
行
敏
訴
状
御
会
通
に

「護
命

。
景
深
本
師
等
非
レ負
〓　
其
評
論
一六
宗
碩
徳
捧
〓退
状
・帰
〓依
伝
教
大
師
・伝
〓受
円
頓
戒
体
芸
一ご

（四

九
九
頁
）
と
あ
り
、
文
永
十
年
の
観
心
本
尊
抄
に
は
伝
教
大
師
の
延
暦
寺
建
立
を
讃
え
つ
つ
、　
本
門
教
主
の
寺
塔
顕
現
こ
そ
将
に
今
果
た

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
業
で
あ
る
こ
と
を
文
脈
の
上
か
ら
語

っ
て
い
る
。
即
ち
、
天
台

。
伝
教

・
妙
楽
の
諸
師
は
末
法
の
初
に
法
華
経
の
実
義



が
弘
通
さ
れ
る
こ
と
を
予
見
し
て
い
る
と
い
い
、
自
界
坂
逆

。
西
海
侵
逼
の
二
難
が
起
き
て
い
る
今
の
時
代
に
こ
そ
、
正
し
く
法
華
経
の

実
義
が
顕
わ
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

地
涌
千
界
出
現

本
門
釈
尊
為
二
脇
士
・　
一
閻
浮
提
第

一
本
尊
可
ツ立
〓此
国
一。
月
支
震
旦
未
レ有
〓此
本
尊
・。
日
本
国
上
宮
建
〓立
四
天
王

寺
・。
未
ン来
ン時
。
以
〓阿
弥
陀
他
方
・為
〓本
尊
・。
聖
武
天
王
建
〓立
東
大
寺
・。
華
厳
経
教
主
也
。
未
ν顕
〓法
華
経
実
義
一。
伝
教
大
師
粗
顕
〓

示
ざ
華
亀
実
九

。
雖
矢
ぼ

ん

来
．ヂ
こ
故
．ξ
Ｌ

テ
東
方
′臆
ュ

否

勇

本
町
四
菩
Ｌ

。
所
詮
在
地
涌
千
九

乳
募
ル
」

故
也
。
宅

一
一〇
頁
）

即
ち
、
印
度

。
中
国
に
お
い
て
顕
わ
さ
れ
ず
、
日
本
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
法
華
経
の
実
義
を
顕
わ
し
た
伝
教
大
師
す
ら
も
完
全
に
は
顕
わ

す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

一
閻
浮
提
第

一
の
本
尊
を
、
今
顕
わ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
の
必
然
に
心
打
た
れ
た
日
蓮
聖
人
の
心
境
こ
そ
、
正

し
く
本
門
戒
壇
顕
現
の
原
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
日
蓮
聖
人
に
お
い
て
伝
教
大
師
の

円
頓
戒
壇
建
立
の
評
価
は
法
華
経
の
実
義
を
顕
わ
す
こ
と
の
一
点
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
戒
体
云
云
に
つ
い
て
は
全
く
語

っ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
事
実
上
、
戒
壇
建
立
の
際
に
は
具
体
的
な
見
取
図
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
蓮
聖
人
に
お
い
て
円
頓

戒
壇
の
評
価
は
そ
の
詳
細
に
互

っ
て
典
型
と
す
る
も
の
で
な
く
、　
一
閻
浮
提
同
帰
の
拠
点
と
し
て
の
典
型
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
意

を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
３
）。

と
こ
ろ
で

「本
門
の
教
主
の
寺
塔
」
と
い
う
表
現
が
、
同
文
永
十
年
八
月
三
日
の
波
木
井
二
郎
殿
御
返
事
に

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
伝
教
大
師
…
…
天
台
未
ツ弘

マ
円^
頓
戒
弘
・萱

ャず
争

所
謂
叡
山
円
頓
大
戒
是
也
。
但
仏
滅
後
二
千
余
年
三
朝
之
間
数
万
寺
々

丸

之
。
雖
レ快
響
由
ノ

主
ギ
塔
　
地
涌
千
凡
菩
』
肌
夢

授
与
一
マ
／

法
蓮
華
亀
五
字
　
九

弘
〓通
セウ
守

れ
護
文
二
一
生
”画
土
二
∵

時
携
ん

至
ラ

故
欺
。
…
…
当
レ知
所
γ残
本
門
教
主
、
妙
法
五
字
流
〓布

ン

一
卜
　
閻
浮
提
ｈ
げ
疑
者
欺
。
（七
四
八
頁
）

こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
本
門
の
戒
壇
と
は
本
門
の
教
主
の
寺
塔
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら

三
三
五

日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）



日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
一一六

ば
、
観
心
本
尊
抄
末
文
の
い
わ
ゆ
る
密
釈
戒
壇
の
中
心
は
実
は

「
一
閤
浮
提
第

一
本
尊
可
レエｙ
此
国
こ

と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
い
う

一
閣
浮
提
第

一
の
本
尊
と
は
、
単
に
こ
の
頃
よ
り
聖
人
に
よ

っ
て
図
顕
さ
れ
た
大
曼
荼
羅

を
揚
げ
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
得
な
い
。
末
法
の
衆
生
に
対
す
る
釈
尊

・
法
華
経
の
救
済
の
確
証
を
こ
の
国
の
一
点
を
通
じ
て
顕
現
す

る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
観
心
本
尊
抄
末
文
の
密
釈
戒
壇
義
は
翌
文
永
十

一
年
、
法
華
行
者
値
難
事
、
法
華
取
要
抄
に
お
い
て
成
語
と
し
て
表
現
さ
れ
た

こ
と
は
前
述
し
た
が
、
伝
教
の
円
頓
戒
壇
建
立
に
つ
い
て
は
、
文
永
十
二
年
二
月
の
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
以
後
、
撰
時
抄
、
妙
密
上
人
御

消
息
、
報
恩
抄
、
破
良
観
等
御
書
、
下
山
御
消
息
、
頼
基
陳
状
、
富
木
入
道
殿
御
返
事
、
曽
谷
殿
御
返
事
等
に
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
弘
安
元
年
三
月
の
教
行
証
御
書
に
は
伝
教
の
円
頓
戒
壇
に
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
同
年
の
随
自
意
御
書
に
も

ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
弘
安
二
年
の
四
菩
薩
造
立
抄
に
は
延
暦
寺
建
立
を
言

っ
て
円
頓
戒
壇
の
語
は
出
し
て
い
な
い
。
更
に
弘
安
四
年
の

三
大
秘
法
票
承
事
に
は

「延
暦
寺
の
戒
壇
は
述
門
の
理
戒
な
れ
ば
益
あ
る
ま
じ
き
処
に
…
…
」
と
あ

っ
て
、
円
頓
戒
に
対
す
る
意
義
づ
け

が
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
円
頓
戒
壇
に
対
す
る
叙
述
等
か
ら
見
て
、
本
門
戒
壇
義
が
日
蓮
聖
人
に
お
い
て
大
き
く
問
題
と
な

っ
た
の
は
観
心
本
尊
抄
（文
永
十
年
四
月
）
か
ら
諸
人
御
返
事
（弘
安
元
年
三
月
）
に
至
る
満
五
年
間
を
ピ
ー
ク
と
す
る
こ
と
が
言
え
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
弘
安
四
年
に
三
大
秘
法
抄
が
何
故
撰
述
さ
れ
た
の
か
、
検
討
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

五

日
蓮
聖
人
滅
後
、
本
門
戒
壇
建
立
の
場
所
を
め
ぐ

っ
て
富
士
戒
壇
説
が
主
張
さ
れ
、　
相
承
が
謀
作
さ
れ
た
貪
）。

そ
し
て
三
大
秘
法
砂

真
撰
説
に
よ
る
国
立
戒
壇
建
立
論
が
問
題
と
な
り
、
他
方
で
は
特
定
の
戒
壇
建
立
を
不
要
と
し
信
心
の
当
所
に
戒
壇
が
現
成
す
る
と
い
う



理
戒
壇
義
を
主
張
す
る
学
匠
も
出
た
。

だ
が
、
本
門
戒
壇
義
を
探
究
す
る
と
き
、
再
び
日
蓮
聖
人
の
原
点
に
帰
り
、
根
本
的
な
意
味
で
何
が
そ
こ
に
要
請
さ
れ
た
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
最
初
か
ら

一
定
の
場
所
に
と
ら
わ
れ
、
或
い
は
戒
壇
建
立
に
偏
見
を
持

っ
た
立
場

か
ら
そ
れ
を
論
じ
て
も
そ
れ
は
砂
上
の
楼
閣
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

究
極
す
る
と
こ
ろ
、　
本
門
戒
壇
は
、　
本
門
の
教
主
の
寺
塔
で
あ

り
、
末
法
に
お
け
る
釈
尊

。
法
華
経
の
救
済
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
こ
の
世
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
り

な
が
ら
釈
尊
の
広
大
な
世
界
と
直
結
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
教
団
形
成
の
眼
目
と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
視
座
か
ら
更
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、　
一
国
同
帰
、
閻
浮
同
帰
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
と
働
き
か
け
を
要
請
す
る

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
と
は
政
治
形
態
が
変
化
し
た
今
日
に
お
け
る
本
門
戒
壇
義
の
顕
現
は
、
聖
人
の
戒
壇
義

を
継
承
し
つ
つ
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
い
か
な
る
体
制
で
あ
ろ
う
と
も
、
仏
界
と
こ
の
娑
婆
世
界
と

の
直
結
点
に
立
つ
も
の
、
こ
れ
が
末
法
の
戒
壇
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
存
在
の
必
然
性
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

∧
定
遺
は
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
を
指
す
。
な
お
本
文
中
の
引
用
文
の
頁
は
同
書
の
頁
で
あ
る
。
Ｖ

（１
）

と
こ
で
は
戒
壇
解
釈
を
中
心
と
し
た
教
団
理
念
の
問
題
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。
日
蓮
聖
人
を
中
心
と
す
る
教
団
構
成
及
び
教
団
の
実
態
に
つ

い
て
は
、
高
木
豊

『
日
蓮
と
そ
の
門
弟
』
第

一
章

「日
蓮
の
宗
教
の
社
会
的
基
盤
」
等
に
く
わ
し
い
。
な
お
拙
稿

「∧
釈
迦
仏

・
法
華
経
∨
覚
え
書

き
」
（日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

『所
報
』
第
四
号
所
収
）
に
お
い
て
ふ
れ
た
通
り
、
日
蓮
聖
人
の
教
団
は
法
華
堂
を
中
心
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（２
）

日
蓮
聖
人
の
予
言
は
釈
尊

。
法
華
経
の
未
来
記
を
基
盤
と
す
る
。
拙
稿
「日
蓮
聖
人
の
三
仏
帰
命
」
３
大
崎
学
報
』
〓
〓
二
・
四
合
併
号
所
収
）

（３
）

拙
稿

「日
蓮
聖
人
の
謗
法
観
」
（宮
崎

。
茂
田
井
編

『
日
蓮
聖
人
研
究
』
所
収
）

日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
二
七



日
蓮
聖
人
の
戒
壇
義
と
教
団
の
問
題

（渡
辺
宝
陽
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
二
八

（４
）

「
一
大
秘
法
」
の
成
語
は
、
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
定
遺
九
〇
〇
頁
に
見
ら
れ
る
。

（５
）

前
註
（３
）参
照

（６
）

日
蓮
聖
人
滅
後
の
戒
壇
論
に
つ
い
て
は
、
望
月
歓
厚

『
日
蓮
宗
学
説
史
』
、
執
行
海
秀

『
日
蓮
宗
教
学
史
』
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

山
川
智
応

『
日
蓮
聖
人
実
現
の
宗
教
』
は
日
蓮
聖
人
の
戒
壇
論
、
及
び
滅
後
諸
師
の
戒
壇
論
の
展
開
を
論
じ
て
い
る
。

（７
）

『
三
大
秘
法
抄
』

の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
は
山
川
智
応

『
日
蓮
聖
人
実
現
の
宗
教
』
、
戸
頃
重
基

『
日
蓮
の
思
想
と
鎌
倉
仏
教
』
等
に
ふ
れ
ら

れ
、
ま
た
梅
本
正
雄
編

『
三
大
秘
法
紗
資
料
』
所
収
の
諸
論
稿
及
び
日
本
思
想
史
大
系

・
戸
頃
重
基

・
高
木
豊
編

『
日
蓮
』
の
解
説
等
が
あ
る
。

（８
）

執
行
海
秀

『
日
蓮
宗
教
学
史
』
山
川
智
応
前
掲
書
等
参
照
。

（９
）

滅
後
の
教
学
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
日
蓮
聖
人
真
蹟
現
存
遺
文
に
は
存
在
し
な
い
。
コ
一大
秘
法
妙
員
定
遺

一
人
六
四
頁
）
に
は

「
三

大
秘
法
Ｌ
本
門
の
三
大
秘
密
の
法
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（１０
）

佐
渡
に
お
い
て
成
稿
さ
れ
、
そ
れ
を
身
延
入
山
直
後
に
清
書
し
た
と
の
見
解
が
あ
る
。
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
七
巻
参
照
。

（Ｈ
）

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
佐
渡
よ
り
鎌
倉
に
帰
っ
た
日
蓮
聖
人
が
文
永
十

一
年
四
月
八
日
、
鎌
倉
幕
府
の
平
左
衛
門
頼
綱
と

対
面
し
た
際
、
蒙
古
来
冦
は
今
年
必
ず
あ
る
で
あ
ろ
う
と
予
言
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（定
遺

一
〇
五
三
頁
）。

高
木
豊

『
日
蓮
―
そ
の
行
動
と
思

想
―
』
参
照
。

な
お
、　
こ
の
前
後
の
経
緯
に
つ
い
て
上
原
専
禄

「日
蓮
身
延
入
山
考
」
「
未
来
』

一
九
七
二
年
五
月
―
八
月
号
、
『
生
者
死
者
―
―

日
蓮
認
識

へ
の
発
想
と
視
点
』
に
収
録
）
が
詳
細
な
考
察
を
し
て
い
る
。

（・２
）

高
木
豊

『
日
蓮
―
そ
の
行
動
と
思
想
―
』
参
照
。

（・３
）

例
え
ば
中
山
法
華
経
寺
三
世
浄
行
日
祐

『宗
体
決
疑
抄
』
に
は
次
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
り
、
本
門
戒
壇
義
に
つ
い
て
の
授
受
が
か
な
り
周
到
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
「本
門
戒
壇
事
、
此
事
当
家
大
事
　
天
下
未
一流
布
一御
法
門
也
。
…
…
伝
教
等
戒
相

ハ
述
門
戒

ニ
テ
本
門
戒
体

二
非

ズ
…
…
今
於
二
聖
人
戒
相
一者
不
レ可
レ然
、
委
細
遂
〓面
謁
一可
二申
談
一候
」
（
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第

一
巻
、
四
〇
二
頁
）

（・４
）

『撰
時
抄
』
に
は

「法
華
経
の
円
頓
の
別
受
戒
を
叡
山
に
建
立
せ
し
か
ば
、　
延
暦
円
頓
の
別
受
戒
は
日
本
第

一
た
る
の
み
な
ら
ず
、
仏
滅
後

一

千
八
百
余
年
が
間
身
毒

・
戸
那

。
一
閻
浮
提
に
い
ま
だ
な
か
り
し
霊
山
の
大
戒
日
本
国
に
始
る
。
さ
れ
ば
伝
教
大
師
は
其
功
を
論
ず
れ
ば
竜
樹

。
天

親
に
も
と
え
、
天
台
、
妙
楽
に
も
勝
て
を
は
し
ま
す
聖
人
な
り
。
」
（定
遺

一
〇

一
五
頁
）
と
あ
る
。

（・５
）

戒
壇
の
機
能
に
つ
い
て
、
室
住

一
妙

「戒
壇
論
」
（前
掲

『
所
報
』
第
四
号
所
収
）
が
あ
る
。

（・６
）

執
行
海
秀
前
掲
書
、
日
蓮
宗
宗
務
院
編

『創
価
学
会
批
判
』
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